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解説｜お金のために働く人生から抜け出すには

まとめ｜この章の学び


第2章｜学校では絶対に教えてくれない「お金の教養」


なぜ学校はお金の使い方を教えないのか

Scene｜日曜の午後、カフェのテラス席。

解説｜学校でお金の教養が教えられない理由

ファイナンシャル・リテラシー（お金の読み書き能力）とは

解説｜ファイナンシャル・リテラシーとは何か？

1. 収支のバランスを把握する力

2. キャッシュフローの構造を理解する力

3. 資産と負債の違いを見極める力

4. 税金・金利・インフレなどの基本的な知識

5. 情報を見抜くリテラシー

資産と負債の根本的な違い（家や車は資産か？）

解説｜資産と負債は「見た目」ではなく「お金の流れ」で判断する

まとめ｜この章の学び


第3章｜「給料」以外でお金を生み出す方法


勤労所得と不労所得のちがい（会話パート）

Scene｜月曜の夜、ユイの部屋。

解説｜勤労所得と不労所得のちがい

不労所得とは？

両者の決定的な違い

「仕組み」で稼ぐとは何か（ビジネス・権利収入・投資）

解説｜「仕組み」で稼ぐとは何か？

2. 権利収入｜一度の成果が長く稼ぎ続ける仕組み

3. 投資｜お金に働かせる仕組み

仕組みを育てるという考え方

小さなアイデアを「キャッシュマシン」に変える発想法

解説｜小さなアイデアを「キャッシュマシン」に変えるには？

キャッシュマシンは「身の回り」にある

「自分では当たり前」が、誰かにとっての価値になる

アイデアを「商品化」する3つのステップ

「仕組み化」の視点を持ち続ける

月100円でも「自分で稼ぐ感覚」が人生を変える

まとめ｜この章の学び


第4章｜お金のためでなく、学ぶために働く


「給料が安い仕事には価値がない」は思い込み

Scene｜土曜日の午後、ユイは近所のコワーキングスペースで黙々と作業をしていた。

解説｜「給料が安い仕事には価値がない」は思い込み

「給料よりも得られる価値」を見る視点が必要

「安い＝損」ではなく、「学びがある＝得」という考え方へ

“労働”は「対価をもらう」ことだけが目的ではない

学ぶ力がある人こそ、どこででも成長できる

「会社」はスキルと視点を“盗む場所”

解説｜「会社」はスキルと視点を“盗む場所”です

スキルは「指導」ではなく「観察」で盗むものです

ビジネスの全体像を“中から”見られる環境は貴重です

与えられた仕事を「ミッション」に変える

会社で「盗む力」は、未来の自由を手に入れる鍵です

給料をもらいながら「未来への種まき」ができる場


第5章「お金のために働く」から卒業する生き方


解説｜「お金のために働く」から卒業する生き方

「生活のために働く」は無意識のラットレース

「学ぶために働く」ことで、自分の人生が開ける

「人生を創る」働き方へシフトする

お金に働いてもらう仕組みをつくる

本当に望む人生とは何かを問い直す
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Scene｜金曜の夜9時。オフィス街の灯りがまばらになる頃、ユイはまだ自席にいた。エクセルを閉じ、メールを一通送信して、ようやくノートパソコンをパタンと閉じる。

ユイ「今週も、終わった......」

疲れた体を引きずるように会社を出て、コンビニで安いパスタを買い、スマホでタイムカードを確認する。残業は今月も40時間を超えていた。でも、来月の給料が少し増えるだけ。何も変わらない。

帰り道、雨上がりのアスファルトに映る街灯がぼやけて見えた。

ユイ「お金のために働いてるはずなのに、気づけばお金に振り回されてる気がする......」

電車でたまたま開いたSNS。キラキラした副業アカウントが「資産月500万円突破！」と投稿している。自分と同い年のプロフィール。自分にはない自由な時間。旅行。服。余裕。

「私は間違ってるんだろうか？」

そう思った瞬間、彼女の脳裏に数年前のある言葉が蘇った。

──「お金のために働くのではなく、お金を自分のために働かせるんだ」

「......あれって、どういう意味だったんだろう？」

その時だった。帰宅途中、人気のない公園のベンチにひとりの男が座っていた。顔はよく見えないのに、不思議と親しみを感じる。ユイが立ち止まると、男は静かに口を開いた。

賢者「久しぶりだね、ユイ。君はまた、“本当のお金の話”を知りたくなったようだ。」

ユイ「先生......。たしかに、また考えてた。このまま働き続けて、私の人生ってどこに向かっていくんだろうって。」

賢者「君が直面しているのは、“お金”の問題じゃない。“お金との向き合い方”の問題なんだ。」

ユイ「でも、どうすれば......」

賢者「その答えは、自分で考えるしかない。けれど、ヒントはある。今回はその“思考の旅”に付き合おう。これは、“金持ち父さん”からの最後の手紙のようなものだからね。」

ユイは戸惑いながらも、静かにベンチに腰を下ろした。夜風が涼しく、どこか懐かしい。

こうして、ユイの「お金の常識を疑う旅」が始まった。

これは、単なる投資や節約の話ではない。
働いても豊かになれないと感じているあなたに送る、“考え方”を変えるための物語である。
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​働いても生活が楽にならない理由

ユイ「先生、この前の給料日、また思ったより全然残らなかったんです。ちゃんと働いてるのに、なんでこう生活が楽にならないんですか？」

賢者「ふむ、それは君がまだ“お金の仕組み”を知らないからだね。」

ユイ「仕組み？　でも会社員なんてみんなこんなもんでしょ？　朝から晩まで働いて、月末にはカツカツ。誰もが当たり前に経験してることでしょ？」

賢者「そう、“誰もが当たり前に経験している”からこそ、それが疑われずに続いている。でもね、働いているのに豊かになれないという現実は、“異常”なんだよ。」

ユイ「異常？　でも物価も上がってるし、税金も高いし...それってしょうがないことじゃないですか？」

賢者「しょうがないと思わされているだけだ。税金や物価上昇は確かに大きい。しかし本質的な問題は、君たちが“労働だけで生きようとしている”ことなんだ。」

ユイ「え？　労働で生きるのが普通じゃないんですか？」

賢者「そこが“罠”なんだ。例えば、君はこう思っているだろう？ “頑張れば給料が増えて、生活が楽になる”と。」

ユイ「...はい、正直に言うと、それだけを信じてやってきました。」

賢者「だが現実はどうだ？　昇給しても、それ以上に生活費がかさんでいく。税金も保険料も上がる。つまり“頑張った分だけ報われる”という神話が、もう成り立たなくなっているんだ。」

ユイ「うっ...確かに、昇給してもなんか手取りが増えた気がしないです。」

賢者「その原因は、“お金がどこに消えているか”を知らないから。そして、“お金に働かせる”という考えを持っていないからなんだ。」

ユイ「お金に働かせる...？　それって投資とかの話ですか？」

賢者「そうだ。ただし、投資の話に入る前に、“なぜ今のままでは豊かになれないのか”を、もっと深く理解しなければならない。まずは“生活が楽にならない構造”を、順に見ていこう。」



​解説｜なぜ働いても生活が楽にならないのか

多くの人が「働けば豊かになれる」と信じて、朝から晩まで仕事に励んでいます。

しかし、実際には「毎月ギリギリの生活」「貯金が増えない」「将来の不安が消えない」という声が絶えません。

これは、単なる努力不足ではなく、そもそも働くことで得られる「給料」という仕組みに、限界があるからです。

まず最初に知っておきたいのは、給料は“総支給額”と“手取り額”が大きく違うという事実です。総支給は例えば月30万円でも、税金・社会保険・厚生年金などが差し引かれ、手取りは20万円前後になることがほとんどです。

そしてその手取りから、家賃・光熱費・通信費・食費・日用品代・交通費などを払えば、手元に残るお金はごくわずかになります。

さらに厄介なのが、年々上昇する生活コストです。近年では、インフレーションによって食品や光熱費の価格が上がり、実質的な可処分所得（自由に使えるお金）は減っています。つまり「給料が上がっても生活が楽にならない」どころか、「昇給してもむしろ苦しくなる」という現象が起きているのです。

また、これは会社員に特有の問題でもあります。会社員の収入は、基本的に「時間と労力を切り売りして得るお金」であり、働いた時間に対してしか収入が発生しません。体調を崩せば収入は止まり、定年を迎えれば給料はゼロになります。しかも日本では、年功序列や終身雇用制度が崩れつつあり、「働いていれば将来安泰」という考え方が、もはや通用しなくなっています。

加えて、税制の面でもサラリーマンは不利な立場に置かれています。

たとえば事業主や法人経営者は、経費として控除できる支出が多く、節税の選択肢が豊富です。一方、会社員は給与所得控除など一定の控除しか認められておらず、収入が増えれば増えるほど税負担が重くなる“累進課税”の壁にぶつかります。結果として、真面目に働けば働くほど、「税金と社会保険に吸い取られる構造」ができあがっているのです。

このように、働いても生活が楽にならないのは個人の努力不足ではなく、労働収入というモデル自体に限界があるからです。にもかかわらず、私たちは「もっと頑張ればなんとかなる」と思い込まされ、気づけば朝から晩まで働きづめになってしまいます。

このような状態を、ロバート・キヨサキは「ラットレース」と呼びました。これは、どれだけ走ってもゴールにたどり着けないハムスターのように、永遠に働き続けても自由になれない状態を指しています。お金のために働き、支出が増えればもっと働き、昇進すればその分だけ税金が増える...。まるで出口のない迷路のような人生です。

では、どうすればこのループから抜け出せるのでしょうか？

そのヒントが「お金に働かせる」という考え方です。これについては後のセクションで詳しく解説しますが、まずは一度、こう自問してみてください。


「なぜ、働いても豊かになれないのか？」


この問いに対する答えは、「労働の価値が搾取されやすい構造の中で、すべてを“労働収入”に頼っているから」に他なりません。そして、これを変える第一歩は、“働き方”よりも“稼ぎ方の原則”を知ることにあります。



​恐怖と欲望に動かされる「ラットレース」の正体

ユイ「先生、“ラットレース”って、ただ忙しく働き続けるって意味だけじゃないんですね。さっきの話を聞いてて、もっと深い意味があるんだって感じました。」

賢者「そう、その通りだよ。ラットレースの本質は、単に労働で疲れているという状態じゃない。“恐怖”と“欲望”という感情に縛られた状態を指すんだ。」

ユイ「感情、ですか？」

賢者「うん。たとえば、給料日前になると“お金が足りなかったらどうしよう”って不安になることはあるだろう？」

ユイ「めっちゃあります...特に家賃の引き落とし前とか、冷蔵庫が空になった時とか、ほんと焦ります。」

賢者「それが“恐怖”の力なんだ。生活費が払えない、借金になる、信用を失う...そんな恐れがあるから、人は働かざるを得なくなる。そして給料日が来て、その不安が少し和らぐと、今度は“欲望”が出てくる。」

ユイ「あっ...確かに、ちょっと余裕ができるとついコンビニでスイーツ買っちゃったり、ネットで服見始めたり...」

賢者「人は恐怖から逃れるために働き、欲望を満たすためにお金を使う。気づけば、また恐怖に戻り、再び働く。この繰り返しが“ラットレース”の正体なんだよ。」

ユイ「つまり...感情が、ずっと自分を走らせてるってことなんですね。」

賢者「そう。ラットレースにハマっている人は、冷静な判断よりも感情に動かされて行動してしまう。そして、働いても働いても“心の安定”が得られない。」

ユイ「私、ずっと“時間がない”“お金が足りない”“やばい”って言いながら働いてきましたけど、それってもう、すでにラットレースの真ん中にいるってことだったんですね...」

賢者「君だけじゃない。社会の多くの人が同じだよ。そして、それこそが“資本主義の罠”なんだ。恐怖と欲望を巧みに利用することで、人々を働かせ、消費させ、また働かせる。そうして利益を得るのは、常に“仕組みを作った側”なんだ。」

ユイ「じゃあ、私はずっと...誰かが作った仕組みの中で走らされてたってことですか？」

賢者「そうだ。でも大切なのは、“気づいた今から変われる”ということ。感情に支配されるのではなく、感情の正体を知り、使いこなすこと。それがラットレースを抜け出す最初の一歩なんだよ。」



​解説｜「恐怖と欲望」が人を走らせる

ラットレースとは、単に「働いても豊かになれない構造」のことだけを指す言葉ではありません。その裏には、人間のもっと深い心理、つまり「恐怖」と「欲望」によるコントロールが存在します。これは経済的な仕組みというより、「感情の仕組み」と言ったほうが近いかもしれません。

まず、“恐怖”とは何でしょうか。たとえば、家賃が払えないことへの不安、電気代の引き落としに備えた残高不足への焦り、貯金がゼロになることへの絶望——こういった感情は誰しもが一度は経験しているはずです。これらの恐怖が、私たちを「働かないと生きていけない」という強迫観念へと導きます。

しかし、給料日が来て一時的に恐怖が和らぐと、今度は“欲望”が顔を出します。欲しかった服、最新のスマホ、ちょっと贅沢な外食...。その瞬間は気持ちが満たされるかもしれませんが、欲望には終わりがありません。そして浪費が増えれば、またお金が足りなくなり、恐怖が戻ってきます。この循環が、人を休む間もなく走らせ続けるのです。

このように、「恐怖 → 労働 → 給料 → 欲望 → 消費 → 恐怖 → ...」という終わりのないループが完成します。これがまさにラットレースの正体です。
そして最も重要なのは、このループが本人の意志ではなく、感情によって“自動的に”再生されている点です。言い換えれば、私たちは“思考”ではなく“反応”で生きてしまっているのです。
この構造を利用して最も得をしているのが、仕組みを作った側＝企業や広告業界、金融機関、国家です。たとえば企業は、消費者の「不安」や「欲求」を煽ることで商品を売り込みます。保険会社は“将来のリスク”を訴え、スマホの新機種は“時代遅れになる恐怖”を刺激し、高級ブランドは“他人に劣ることへの恐怖”や“自己肯定感の欲望”を刺激します。

さらに、日本の教育や社会構造も「感情で動く人間を大量に生み出す」よう設計されています。学校では「お金の仕組み」や「資産の作り方」は教えられず、「いい大学に入り、安定した企業で働きなさい」と教えられます。そこには「失敗したら大変だ」「正社員にならなきゃ将来が不安だ」という、暗黙の“恐怖教育”が根づいています。

このように、ラットレースの背後には“感情を操作する巨大な装置”があるのです。にもかかわらず、多くの人はそれに気づくことなく、「今月も生活が苦しい」「もっと頑張らなきゃ」と走り続けます。

では、どうすればこのレースから降りることができるのでしょうか？

その第一歩は、自分が何に怯えているのか、何を欲しているのかを明確に自覚することです。たとえば、「将来の貧困が怖い」という人は、その恐怖を“貯金”ではなく“資産づくり”へと向けることができます。「もっと自由な暮らしをしたい」という欲望を、衝動的な買い物ではなく、ビジネスや投資に転化することも可能です。

つまり、感情そのものを否定するのではなく、感情を“支配されるもの”から“活かすもの”に変えることが必要なのです。



​「お金のために働く」から「お金に働かせる」への発想転換

ユイ「先生、私はずっと“お金のために働く”のが当たり前だと思ってきました。でもその考え方自体がラットレースを作ってるって話、衝撃でした。」

賢者「それが今までの教育の限界でもある。多くの人は、働いて給料を得て、それを使って生活するという“一本道”しか知らない。でもお金には、“自分で働く力”があるんだよ。」

ユイ「お金が働く...？　正直、いまいちピンときません。」

賢者「たとえば、君が10万円を銀行に預けて年利5％で運用されたとしよう。1年後には5000円が“自動的に”増える。君が何もしていなくても、だ。」

ユイ「...ってことは、その5000円は“私が働いたんじゃなくて、お金が働いた結果”ってことですか？」

賢者「そう。その仕組みを活用すれば、やがて“自分が働かなくてもお金が入ってくる”状態を作れるようになる。これを“資産が収入を生む”という考え方に基づくんだ。」

ユイ「でも、それって一部の金持ちだけができることじゃないんですか？　私みたいな普通の会社員には無理な話に聞こえます...。」

賢者「それも思い込みだよ。最初は小さな一歩でいい。重要なのは、今ある収入の一部を“消費”ではなく“投資”に振り向ける意識を持つことなんだ。」

ユイ「でも投資って怖いイメージあります。失敗してお金がなくなったらどうしようって。」

賢者「それも“恐怖”の一つだね。でも正しい知識と戦略を持てば、リスクは管理できる。そして“怖いからやらない”を選び続ければ、君は一生“自分の時間を切り売りし続ける”働き方から抜け出せない。」

ユイ「なるほど...。働いても報われないのは、私がお金に“使われてる”だけで、まだ“使いこなして”ないからだったんですね。」

賢者「そういうことだ。“お金のために働く”思考をやめ、“お金に働かせる”という視点を持った瞬間から、人生は大きく変わる。君はすでにその入口に立っているよ。」



​解説｜お金のために働く人生から抜け出すには

現代社会では、多くの人が「お金のために働く」ことを当然のように受け入れています。

朝起きて会社に行き、1ヶ月働いて給料をもらい、その給料で生活する。そしてまた次の月も働き続ける。この繰り返しの中に疑問を感じる余地もないまま、人生は過ぎていきます。

しかし、ロバート・キヨサキが説くように、この働き方は「お金に使われている」状態です。自分の時間とエネルギーを“お金という報酬”と引き換えにしている限り、自由になることはできません。そこで重要になるのが、「お金に働かせる」という考え方です。

では、“お金に働かせる”とはどういうことなのでしょうか？

最も基本的な例は、投資です。投資と聞くと、株やFXなどのリスクの高い金融商品をイメージする人も多いかもしれませんが、ここでいう投資とはもっと広い概念です。たとえば、次のようなものもすべて「お金に働かせる」行動になります。


●  配当金が得られる株式への投資


●  家賃収入を生む不動産への投資


●  自分のスキルや知識への自己投資（将来の収入を高める）


●  ブログやYouTubeのようなストック型ビジネスの構築




これらに共通するのは、「初期の時間やお金の投下」が、その後に「自動的な収入」を生み出す点です。言い換えれば、「一度の努力で、継続的な価値を生み出す仕組み」を持つということです。

この仕組みを理解するうえで、キヨサキが提唱する「キャッシュフロー・クワドラント」が非常に役立ちます。これは収入の得方を4つに分類したもので、


●  E（Employee）：従業員


●  S（Self-employed）：自営業者


●  B（Business owner）：ビジネスオーナー


●  I（Investor）：投資家




という区分になっています。
多くの人が属しているのは「E」や「S」、つまり“自分が働かないと収入が止まる”側です。
一方で「B」や「I」は、“自分が働かなくても収入が得られる仕組み”を持っている人たちです。これこそが、「お金に働かせている状態」です。

重要なのは、誰もが最初は「E」や「S」からスタートするということです。

特別な人間だけが投資家になれるのではなく、意識を変え、行動を変えることで、誰でも「B」や「I」の側に近づくことができます。

とはいえ、いきなり投資に踏み出すのは怖いという人も多いでしょう。

実際、投資にはリスクがありますし、知識がなければ失敗する可能性もあります。

しかし、それは「学ばなかったから」起きる問題であり、「投資そのものが悪い」という話ではありません。

もっと言えば、リスクを恐れて行動しないこと自体が最大のリスクです。なぜなら、“労働収入だけ”に依存している限り、病気・解雇・不況・老後といった人生のどこかで必ず不安定さに直面するからです。自分が働けなくなった瞬間に、すべての収入が止まる。これほど不安定な状態はないのです。

お金に働かせるという発想は、その不安定さを乗り越えるための手段です。お金が自動的に収入を生むようになれば、働けなくなっても生活が成り立つ。もっと自由な働き方や、家族との時間、自分の人生の質に目を向けることができるようになります。

この発想転換は、今すぐに大きな資産を築くことを意味しているわけではありません。むしろ重要なのは、「思考を変えること」です。収入を得たら全て使うのではなく、その一部を“将来の資産”に変えていく。この積み重ねこそが、“働かなくても収入が得られる状態”へと近づく唯一の方法なのです。



​まとめ｜この章の学び


●  働いても生活が楽にならないのは、手取り収入の低さに加え、生活費や税負担の増大が背景にあるためである。


●  多くの人は「恐怖」と「欲望」に突き動かされ、働き続けて消費するラットレースに巻き込まれている。


●  ラットレースの本質は、感情によって行動を支配され、自らの意思で人生を設計できなくなる構造にある。


●  豊かさを得るためには、「お金のために働く」という発想から、「お金に働かせる」という視点への転換が必要である。


●  投資や仕組みづくりを通じて、自分の代わりにお金が稼いでくれる状態を構築することこそ、経済的自由への第一歩となる。
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